
人　　　　口

◆横浜市と磯子区の人口の推移

※昭和２～９年は公簿調査による戸籍人口、昭和10年以降は国勢調査及び推計人口調査によります。
　ただし、昭和５年は国勢調査、昭和16、23年は常住人口調査、昭和19～21年は人口調査によります。

※各年10月１日現在。ただし、昭和２～４年、６～９年は12月31日現在、昭和18年は12月１日現在、昭和
　19年は２月22日現在、昭和20年は11月１日現在、昭和21年は４月26日現在、昭和23年は８月１日現在。
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◆人口ピラミッド（磯子区）
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※住民基本台帳に記載された人口です。
年少人口
（15歳未満）

生産年齢人口
（15～64歳）

老年人口
（65歳以上）

平成26年３月末日現在
※　　　は平成16年３月末日現在

180,000150,000120,00090,00060,00030,0000
（人）

◆年齢三区分別人口の推移　～少子高齢化がさらに進行～
年少人口（15歳未満）の割合は減少
傾向で推移し、平成２年には総人口
に占める割合が20％を下回りました。
平成17年からは12％前後で推移して
いますが、少子化が進行している状
況といえます。
一方、老年人口（65歳以上）の割合
は、増加傾向で推移し、磯子区では
平成22年に総人口に占める割合が20
％を超え、その後も増え続けていま
す。平成25年には区民の４人に１人
が65歳以上の高齢者となっています。

32.0％ 64.1％ 3.8％

23.3％ 71.4％ 5.3％

17.4％ 73.4％ 9.2％

13.1％ 71.6％ 15.3％

12.0％ 65.6％ 22.8％

12.0％ 65.2％ 23.5％

11.9％ 64.6％ 24.6％

12.0％ 63.4％ 25.4％

12.0％ 62.6％ 25.4％

11.2％ 58.9％ 29.9％

10.4％ 58.5％ 31.1％

9.8％ 57.2％ 33.0％

9.6％ 54.7％ 35.7％
検　索横浜市将来人口推計

現在25.4％となっている磯子区の老
年人口の割合は、2015年（平成27
年）には約27.5％、2020年（平成32
年）には約30％となる見込みだよ。

◆人口異動の推移（磯子区）
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※各年国勢調査、Ｈ12年以降は登録人口（各年３月末日現在により掲載）

転入

転出

〈転入・転出の推移〉～６年ぶりに転入が転出を上回る～
（人）
2,000

1,750

1,500

1,250

1,000

750

500

1.4

1.3

1.2

1.1

1.0

出生 死亡

※各年１月１日～12月31日
※合計特殊出生率は、１人の女性が一生に産む子どもの平均数です。
※年齢15歳～49歳の年齢５歳階級ごとに算出した出生率の合計で、平成12年～24年までの数値を掲載しています。

〔横浜市人口ニュース〕
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◆昼夜間人口比率の推移　～上昇傾向に改善～

100.0

95.0

90.0

85.0

80.0

75.0

70.0

（％）

昭和35年 昭和45年 昭和55年 平成２年 平成12年昭和40年 昭和50年 昭和60年 平成７年 平成17年 平成22年

91.5

83.8

88.7

76.7

96.3

78.9

昼夜間人口比率（磯子区） 昼夜間人口比率（横浜市）

青葉区

旭区

南区
泉区

港南区

栄区

◆区別昼夜間人口比率

100以上

80～100未満

80未満

昼夜間人口比率とは、常住人
口（夜間人口）に対する昼間人口
の割合です。100を超えると通
勤・通学等の流入が多く、その
地域に昼間、人が集まっている
ことを示します。磯子区では、
前回調査（平成17年）と比べて3.7
ポイント、市全体で1.1ポイント
上昇しました。
参考：西区　179.7％（全国13位）

中区　166.6％（全国22位）

〔平成22年国勢調査〕

〔各年国勢調査〕

磯子区の
昼夜間人口比率は83.8％で

横浜市内では
18区中、10番目だよ。

（平成22年10月１日現在）

都筑区
港北区

緑区
鶴見区

瀬谷区

神奈川区

西区

中区

保土ケ谷区

戸塚区

磯子区

金沢区

◆磯子区民の通勤・通学先
　　　　　　　　　　（15歳以上）

◆磯子区へ通勤・通学する人の住所
　　　　　　　　　　（15歳以上）

県内の市町村
7,297人
（13.9％）

県外
2,370人（4.2％）

自宅
3,546人（6.3％）

自宅
3,546人（4.3％）

自宅外区内
18,954人
（33.6％）

市内の他区 
20,471人
（36.3％）

市内の他区 
32,411人
（39.5％）

総　数
56,388人

県外
15,637人
（19.1％）

不詳
3,750人（6.7％）

不詳
3,750人（4.6％）

〔平成22年国勢調査〕 〔平成22年国勢調査〕

県内の市町村
7,719人
（9.9％）

県内の市町村
7,719人
（9.4％）

自宅外区内 
18,954人
（23.1％）

県内の市町村
7,297人
（12.9％）

自宅で働く人を除き、市内で従業・通学する
人の割合は、磯子区では62.6％（全市52.5％）で
18区中１位だよ。（平成22年10月１日現在）

総　数
82,017人

平成25年は園児2,109人、小学生7,223人、中学生3,119人、高校生3,838人、合計
16,369名となっています。ピーク時（昭和56年、合計31,357名）と比べてほぼ半減して
おり、明らかな少子化傾向が見られます。

（各年５月１日現在）

◆園児・児童・生徒数の推移（磯子区）

35

30

25

20

15

10

5

0

（千人）

昭和56年 昭和60年 平成元年 平成５年 平成10年 平成15年 平成20年 平成25年

〔学校基本調査〕

高校生数

中学生数

小学生数

園児数
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◆昼夜間人口比率の推移　～上昇傾向に改善～

100.0

95.0

90.0

85.0

80.0

75.0

70.0

（％）

昭和35年 昭和45年 昭和55年 平成２年 平成12年昭和40年 昭和50年 昭和60年 平成７年 平成17年 平成22年

91.5

83.8

88.7

76.7

96.3

78.9

昼夜間人口比率（磯子区） 昼夜間人口比率（横浜市）

青葉区

旭区

南区
泉区

港南区

栄区

◆区別昼夜間人口比率

100以上

80～100未満

80未満

昼夜間人口比率とは、常住人
口（夜間人口）に対する昼間人口
の割合です。100を超えると通
勤・通学等の流入が多く、その
地域に昼間、人が集まっている
ことを示します。磯子区では、
前回調査（平成17年）と比べて3.7
ポイント、市全体で1.1ポイント
上昇しました。
参考：西区　179.7％（全国13位）

中区　166.6％（全国22位）

〔平成22年国勢調査〕

〔各年国勢調査〕

磯子区の
昼夜間人口比率は83.8％で

横浜市内では
18区中、10番目だよ。

（平成22年10月１日現在）

都筑区
港北区

緑区
鶴見区

瀬谷区

神奈川区

西区

中区

保土ケ谷区

戸塚区

磯子区

金沢区

◆磯子区民の通勤・通学先
　　　　　　　　　　（15歳以上）

◆磯子区へ通勤・通学する人の住所
　　　　　　　　　　（15歳以上）

県内の市町村
7,297人
（13.9％）

県外
2,370人（4.2％）

自宅
3,546人（6.3％）

自宅
3,546人（4.3％）

自宅外区内
18,954人
（33.6％）

市内の他区 
20,471人
（36.3％）

市内の他区 
32,411人
（39.5％）

総　数
56,388人

県外
15,637人
（19.1％）

不詳
3,750人（6.7％）

不詳
3,750人（4.6％）

〔平成22年国勢調査〕 〔平成22年国勢調査〕

県内の市町村
7,719人
（9.9％）

県内の市町村
7,719人
（9.4％）

自宅外区内 
18,954人
（23.1％）

県内の市町村
7,297人
（12.9％）

自宅で働く人を除き、市内で従業・通学する
人の割合は、磯子区では62.6％（全市52.5％）で
18区中１位だよ。（平成22年10月１日現在）

総　数
82,017人

平成25年は園児2,109人、小学生7,223人、中学生3,119人、高校生3,838人、合計
16,369名となっています。ピーク時（昭和56年、合計31,357名）と比べてほぼ半減して
おり、明らかな少子化傾向が見られます。

（各年５月１日現在）

◆園児・児童・生徒数の推移（磯子区）

35

30

25

20

15

10

5

0

（千人）

昭和56年 昭和60年 平成元年 平成５年 平成10年 平成15年 平成20年 平成25年

〔学校基本調査〕

高校生数

中学生数

小学生数

園児数
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◆外国人人口　～東南アジア諸国が７割超～

磯子区
（3,292人）

横浜市
（75,544人）

０ 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100
（％）

平成26年３月末日現在

〔市民局区政支援部窓口サービス課〕

国勢調査とは？
コラム1

国勢調査は、「我が国の人口・世帯の実態を明らかにすること」を目的として行わ
れる最も重要な統計調査で、５年ごとに実施され、平成27年には20回目となります。
国勢調査から得られた統計は、国や地方公共団体における各種の行政施策を立案する
ための基礎資料として用いられたり、研究・教育・経済活動などで利用されています。

◆労働力人口　～磯子区は大幅に減少～
労働力人口とは、満15歳以上の人口のうち、就業者と完全失業者（就業していないが、就

職活動をしている失業者）の合計のことをいいます。磯子区の労働力人口は平成17年から平
成22年の５年間で6.7%も減少（全市１位）しており、市全体でも戦後初めて減少しました。

1,000

900

800

700

600

500

400

300

200

100

0

（百人）
65.0

64.0

63.0

62.0

61.0

60.0

59.0

58.0

（％）

昭和60年 平成２年 平成７年 平成12年 平成17年 平成22年

※昭和55年以前は、人口50万人以上の大都市等に限り集計・公表されており、磯子区の数字は集計されておりません。

〔各年国勢調査〕

非労働力人口

労働力人口

労働力率

793

480

874

512

916

515

866

538

849

521

792

514

62.3

63.1 64.0

61.7

62.0

60.6

62.3

63.1 64.0

61.7

62.0

60.6

中国
1,474人
（44.8％）

韓国・朝鮮
582人

（17.4％）

フィリピン
367人

（11.1％）

ブラジル
196人
（6.0％）

その他
585人

（17.8％）

中国
31,373人
（41.5％）

韓国・朝鮮
13,924人
（18.4％）

フィリピン
6,642人
（8.8％）

その他
19,008人
（25.2％）

ブラジル
2,393人（3.2％）

米国
2,204人（2.9％）

米国
88人（2.7％）

ブラジル
2,393人（3.2％）

米国
2,204人（2.9％）

米国
88人（2.7％）

◆産業別従業者の比率　～二次産業従事者割合の高い磯子区～

産　　　　　　業

〔平成24年経済センサス－活動調査〕

◆従業者規模別事業所比率（磯子区）

〔平成24年経済センサス－活動調査〕

磯子区
（46,919人）

横浜市
（1,428,600人）

０ 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100
（％）

　

「第一次産業」
自然に働きかけて採取、狩猟を行う

農業、牧畜、林業、水産業のこと。
　

「第二次産業」
製造業、建設業などの工業生産、ま

た、第一次産業の生産品を材料にした
加工業や地下資源を採取する鉱工業な
どのこと。
　

「第三次産業」
第一次産業や第二次産業に含まれな

い全業種のことで情報通信業、金融
業、運輸業、小売業、飲食店なども含
めたサービス業・塾などの教育、公益
事業などが含まれる。

１人～９人
10人～99人
100人以上
出向・派遣従業者のみ

78.1%

20.2%

0.4%1.3%

総　数
4,130
事業所

第二次産業
11,055人
（23.56％）

第三次産業
35,839人
（76.38％）

沿岸部に集積している大規模な製造業が多い等の理由により、全市と比べ第二次産業
の割合が高くなっています。

第一次産業
25人（0.05％）

第一次産業
1,514人（0.11％）

第一次産業
25人（0.05％）

第一次産業
1,514人（0.11％）

第二次産業
238,266人
（16.68％）

第三次産業
1,188,820人
（83.22％）
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